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1. Txn1遺伝子F54L変異をもつラットの作製 

ENU-mutagenesisによって作製されたTxn1遺伝子F54L変異ラットは、生後3週齢から中脳に左

右対称性の空胞変性が出現し，6週齢以降徐々に自然治癒する表現型をもつ。非常に珍しい表

現型を示すため、当該ラットの病態が、真にTxn1-F54L変異によって発症するかどうかを確認するた

め、CRIPR-Cas9システムによるTxn1遺伝子F54Lミスセンス変異のKIラットをあらたに作製した。F2の

脳病理検査を行ったところ、ヘテロ接合体の4-5週齢で特徴的な中脳の空胞変性を確認することが

できた。 

 

2. 非侵襲的画像検査（MRI） 

7T-MRIを用いて、中脳病変の描出が最適となる条件の設定を行った。 

 

（その他、各種PETプローブを用いたPET画像検査も行っておりますが、結果は非公開とさせて頂

きたく、お願い申し上げます。） 

 

 


